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地上型レーザスキャナを用いた広葉樹の材積推定手法の検討
Estimation of broad leaf tree volume using terrestrial LiDAR 
柳原絵里奈1・有賀一広1・田村太壱Z・加藤顕2( 1宇都宮大学農学部森林科学科・2千葉大学園芸学研究科）
研究背景・目的
地上型レーザスキャナを用いるこ
とで、林木の形状データの把握や樹
冠部のifl定といった単木の詳細な
データの取得が可能となった。現在、
それによる森林術造の絶援や森林
環境の把握などへの活用が期待さ
れている。
また、宇都宮大学船生演習林にお
いても地よ型レーザスキャナを用い
た材積算出と収支分析が行われて
いる。しかし、いずれも針葉衡を対象
とした研究であり、広葉樹における
材積推定は行われていない。そこで、
本研究では広葉樹を対象とした地上
型レーザスキャナによる材積算出の
可能性を検討する。
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立木幹材積は、いずれの手法でも高い繍度を示した。
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【考察】
－地上裂レー ザスキャナを用いることで形状把控室が可能であり、区分求積法lま樹
華字形状の再現性が高いことから、1也よ型レー ザスキャナをj用いた広葉樹の材積
推定手法として区分求積i去が有用であると考えられる．
－点若草数の減少が該差に影絡を与えることが示唆された．
・4討穆ごとに樹幹に特徴が見られるが、いずれの樹樋でも精度の禽い来口径の算
出が可能であった。
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